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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　少なくとも各ホイールについて１つのタイヤと、収縮アラームと、タ
イヤが収縮したときにタイヤのトレッドを支持する手段とを有する、タイヤに装着される
ランニングフラットシステムの耐久性を評価する方法において、前記収縮アラームが所定
の収縮閾値を検出した瞬間から、
　・走行距離と、走行条件のパラメータＣ（ｔ）の特性とを周期的に測定し、
　・パラメータＣ（ｔ）および期間Δｔでの走行距離の関数として、前記経過期間Δｔで
のシステムへのポテンシャル基本ダメージの量的特性を測定し、
　・ランニング・フラット走行の開始時以降の前記計算された基本ダメージの組合せから
全ダメージの評価を計算し、
　・ランニング・フラットへの全ダメージのこの評価にリンクした量を車両の運転者に伝
達することを特徴とするランニングフラットシステムの耐久性評価方法。
　　【請求項２】　特性パラメータＣの転がり試験に一致する条件での一連の転がり試験
から、走行条件Ｃすなわち、
　ｅ＝Ｆ（Ｃ）
での新しいランニングフラットシステムの耐久性のパラメータＣの任意の値についての評
価ｅを与える関数Ｆ（Ｃ）を決定することを特徴とする請求項１記載の方法。
　　【請求項３】　下記比すなわち、
　ΔＪ＝Δｄ／ｅ（ｔ）
（ここで、Δｄは期間Δｔでの車両の走行距離）を適用することにより、走行期間Δｔで
のポテンシャル基本ダメージΔＪを評価することを特徴とする請求項２記載の方法。
　　【請求項４】　ランニングフラットシステムを用いるためのポテンシャルＪを用いて
、Ｊ（ｔ）の評価を、
　Ｊ（ｔ）＝Ｊ（ｔ－Δｔ）－ΔＪ
から更新することを特徴とする請求項３記載の方法。
　　【請求項５】　ランニングフラットシステムが新しいときは、Ｊを１に設定すること
を特徴とする請求項４記載の方法。
　　【請求項６】　Ｊ（ｔ）の更新値を車両の運転者に伝達することを特徴とする請求項
４および５記載の方法。
　　【請求項７】　現在の走行条件下でランニングフラットシステムの残りの耐久性Ｅを
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用いて、この評価の更新値を車両の運転者に伝達することを特徴とする請求項４～６のい
ずれか１項記載の方法。
　　【請求項８】　Ｅを、
　Ｅ＝Ｊ（ｔ）×ｅ（ｔ）
から評価することを特徴とする請求項７記載の方法。
　　【請求項９】　前記収縮アラームは、タイヤの膨張圧力と、タイヤ内の空気温度Ｔと
を周期的に測定して、ランニングフラットシステムの走行条件のパラメータ特性として、
関連するタイヤ内の空気温度を使用することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項記
載の方法。
　　【請求項１０】　ｅ（ｔ）＝Ｆ［Ｔ（ｔ）］が、
【数１】

で与えられ、ここで、
　・ｅはｋｍで表される、前記モデル化された耐久性であり、一定温度Ｔで走行するラン
ニングフラットシステムを不動化する前に利用できる耐久性に一致する、
　・Ｔはタイヤ内の空気温度（℃）、
　・Ｔ0は任意の基準温度（℃）、
　・ｅ0は温度Ｔ0での評価した耐久性、
　・ΔＴ（℃）は、耐久性が１／２に短縮することに一致する温度差であることを特徴と
する請求項９記載の方法。
　　【請求項１１】　ｅ（ｔ）＝Ｆ［Ｔ（ｔ）］が、
【数２】

で与えられ、ここで、
　・ｅはｋｍで表される、前記モデル化された耐久性であり、一定温度Ｔで走行するラン
ニングフラットシステムを不動化する前に利用できる耐久性に一致する、
　・Ｔはタイヤ内の空気温度（℃）、
　・Ｔ0は任意の基準温度（℃）、
　・ｅ′0は、耐久性と、タイヤ内空気の最高温度と測定温度との差（Ｔ0－Ｔ）との間の
線型関係の勾配、
　・ｅ′1は温度Ｔ0での評価した耐久性であることを特徴とする請求項９記載の方法。
　　【請求項１２】　前記タイヤの構造的補強手段は、前記ホイールのリムに対して半径
方向外方に配置された、膨張圧力の損失時にタイヤのトレッドを支持するための安全支持
体であることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項記載の方法。
　　【請求項１３】　前記タイヤの構造的補強手段は、タイヤの構造内に挿入されている
ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項記載の方法。


	header
	written-amendment

